
令和 2年度 第 3回日本生理学会教育委員会 

 

日 時 2020年12月19日（土）17時00分～19時00分 

会議形態 web会議システム 

出席者  南沢 享 (東京慈恵会医大、委員長）、椎橋 実智男（埼玉医大、副委員長） 

  安西 尚彦（千葉大）、石松 秀（西九州大）、江﨑 誠治（大阪大谷大）、小野 富三人（大阪医

大）、河合 佳子（東北医薬大）、曽我部 隆彰（生理研）、田中 美智子(宮崎県立看護大）、冨

永恵子（大阪大）、中島 昭（藤田医科大）、渡邉 マキノ（順天堂大） 

   鯉淵 典之（群馬大、用語委リエゾン）、佐藤 麻紀（愛知医大、認定委リエゾン） 

欠席者 奥村 哲（静岡理工科大）、下川 哲昭 (高崎健康福祉大）、山口 豪（四国大） 

議 長 南沢 享            書 記 渡邉マキノ 

 

 

議題 

【報告事項】 

1. 前回教育委員会議事録の承認 

資料に基づき承認された。 

 

2. 理事会関連報告 

l 南沢委員長より 12月 20 日開催の理事会への報告事項について、資料に基づき下記の報告があっ

た。 

ü 教育委員会を 3回（2020 年 3月 18 日、7月 10 日、10月 28 日）開催した。 

ü 第 97回日本生理学会大会（大分）は誌上開催となり、エデュケーター制度のポイント付与は行

わなかった。 

ü 第 98回名古屋大会の教育講演 1・2、モデル講義、教育ワークショップの演者、内容を解剖学会

と共に検討中である。 

ü 教育プログラムや教育に関するコンテンツのオンデマンド配信するためのシステムを構築するた

めの協議を依頼する。 

ü 教育委員会・生理学エデュケーター認定制度委員会による Moodle の運用について、正・副理事

長会議では承認されているので、理事会に諮る。石松委員より Moodle運用の詳細、メリット等

について補足説明があった。 

l エデュケーター認定制度委員会・椎橋委員長の代理で渡邉委員より今年度のエデュケーターの新規

申請・更新申請の作業について、11月 20 日に順天堂大学にて椎橋委員長、奥村副委員長、渡邉委

員 3名で実施し、新規 10 名、更新 28 名の書類確認が終わり、確認結果を理事会に諮ることが報告

された。 

l 南沢委員長より、100周年記念事業委員会からの報告事項で、第 100 回大会で生理学教育関係のシ

ンポジウムの開催を検討していることが示された。 

l  



 

3. エデュケーター制度認定員会関連報告 

l 江崎委員、椎橋委員長より資料に基づき下記事項について報告があり、内容について討議された。 

ü 名古屋大会での Web による参加者確認システム打合せをコンベンション運営関連の担当者と行

った。 

ü 視聴記録は、ライブではログの取得が可能（動作確認済み）だが、オンデマンドではログは取れ

ない。 

ü 椎橋委員長より、ライブで視聴する場合の実際のログの取得の運用方法について説明がされた。 

ü 中島委員より、オンデマンド視聴によるポイントの更新が HPの個人ページに反映されるのが申

請までに間に合うか、事務局と詰めておくように指摘された。 

ü 南沢委員長より、オンデマンド視聴した場合のログの記録、対応についての質問があった。椎橋

委員長より、オンデマンド視聴でもポイントを付与する場合は Moodle にアクセスし、Vimeo の

学習記録からログを取得できる可能性が示唆された。オンデマンド視聴でポイントを付与する

場合、学会本部・コンベンション運営業者とのコンテンツの扱い方、著作権の扱い方について演

者との調整が必要であることが議論された。 

ü  

l 南沢委員長より、ライブ視聴、オンデマンド視聴ともにポイントを付与することが確認された。 

 

 

4. 日生誌の進捗状況について 

河合委員より資料に基づき今後の候補についての説明があった。また今後、教育における著作権について

の総説など取り上げることなどの提案があった。 

 

5. 用語集について 

鯉淵先生（用語委員会・リエゾン）より進捗状況が報告された。1月中には用語の選定を終え、執筆者に

執筆を開始してもらう予定である。 

 

6. コロナウイルス感染症下における生理学教育に関するアンケート調査について 

南沢委員長より、資料に基づきアンケート調査の概要の説明があった。下川委員がコメントなどの詳細を

取りまとめ中であることが報告された。 

 

7. 第 5回医学生生理学クイズ大会（東京医科歯科大学）の Web 開催について 

南沢委員長より、2021 年 3月 7日（日）に Web 開催で行われることが報告された。 

 

8. その他 

鯉淵委員より、IUPSの Robert Carroll教授から、生理学の教育内容について生理学会から体系化して

発信しているかの問合せがあり、教育委員会で議論していると回答したことが報告された。 

 



 

【審議事項】 

1. 第 98回大会・合同大会の教育プログラムについて 

l 南沢委員長より、現時点の暫定的な日程案が提示され、確認した。 

l 石松委員より、解剖学会側の演者の都合と緊急セッションの演者となる先生方の日程調整を依頼中

であることが報告された。 

l 椎橋委員より教育 WSについては Zoom で実施する予定であることが報告された。 

 

2. 次回教育委員会の開催について 

次回理事会（学会全日予定）の前に Web 開催で実施予定。日時は後日決定（3月中旬頃まで）する。 

 

【自由討議】 

1. コロナ禍における各大学の対応等についての情報交換 

l 各委員が所属する大学・学部での講義・実習の実施状況、感染対策等の情報を交換した。 


